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　パスワードはネットワーク・サービスにおけるユーザ認証の中心的存在





ドの増加はパスワードの使い回し （情報処理推進機構［IPA］, 2014; 
Notoatmodjo & Thomborson, 2009; 谷津, 2004） などの，ユーザの不適切
な行動を招いている．パスワードの使い回しは近年，リスト型攻撃を可能
















































































良い 良い 無回答 合計
パスワード更新頻度更新したことがない ７ ９ 10 ６ ５ ０ 37
１年以上前 ２ ３ ３ ８ ２ ０ 18
半年に一度 ０ ２ １ ４ １ ０ ８
数ヶ月 ０ ０ ０ ３ １ ０ ４
１ヶ月に一度 ０ ０ １ ０ ０ ０ １
無回答 ０ ０ ０ １ ０ 14 15
合計 ９ 14 15 22 ９ 14 83
　パスワードの使い回しが１件以上あった回答者は61名で，全体の88%を
占めた．記憶能力の自己評定の間のカイ二乗検定の結果は有意ではなかっ





























サービスの種類 比率 PC タブレット スマートフォン フィーチャーフォン
SNS 16.8 42 10 88 2
ブログ 13.7 47 8 90 0
メッセージ交換 15.4 44 7 71 9
電子掲示板 0.3 100 0 0 0
投稿系 10.9 79 13 49 0
オンラインストレージ 4.5 63 13 81 0
ゲーム 4.2 60 13 73 13
ショッピング 8.7 84 10 35 6
銀行系 8.9 94 47 69 44
組織のポータル 15.1 83 6 33 2


















PC タブレット スマートフォン フィーチャーフォン
使っていない／持っていない 14 14 13 14
ほとんど使っていない 8 1 6 1
数ヶ月に一度程度 8 0 3 1
月に1〜数回程度 46 5 26 3
週に1〜数回程度 63 13 44 1
ほぼ毎日利用 88 10 139 5








回し 小文字 大文字 数字 記号 有意味語
個人
情報
PC 8.91 51 72 17 80 10 34 29
タブレット 7.73 42 56 13 87 7 38 27
スマートフォン 8.70 57 77 15 80 10 34 39
































PC タブレット スマートフォン フィーチャーフォン
まったく入力したことがない 18 17 23 18
初回登録時のみ 17 5 65 1
数ヶ月に一度程度入力する 26 0 29 1
月に１〜数回入力する 48 7 32 1
週に１〜数回入力する 63 6 37 2
ほぼ毎日入力する 27 5 23 1
１日に何度も入力する 28 3 22 1





平均文字長は有意ではなかった（F（4,262） = 1.73, p = .14）．
　各文字種の出現率をそれぞれカイ二乗検定したところ，小文字（χ2（４） 
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で有意だった（χ2（４） = 10.40, p < .05）．有意味語は「極めて重要である」
では１%水準で有意に少なかった．パスワードの使い回しも５%水準で有








回し 小文字 大文字 数字 記号 有意味語
個人
情報 頻度
全く重要ではない 9.46 67 62 31 85 0 38 23 13
それほど重要ではない 9.18 66 89 19 70 7 49 24 46
少しは重要である 8.72 51 82 15 74 14 42 37 83
重要である 9.05 64 77 17 85 13 38 45 111





















全く重要ではない 85 8 8 0 0
それほど重要ではない 73 11 16 0 0
少しは重要である 57 31 7 4 1
重要である 65 22 11 2 1






= 1.52, p = .20）．各文字種の出現率に関するカイ二乗検定の結果は，小
















全く困らない 9.56 38 50 13 63 13 50 25 9
親しい人であれば共有
してもよい 8.42 59 94 32 61 16 48 30 31
あまり困らない 8.28 57 89 15 83 6 48 33 36
知られては困る 8.98 58 78 17 85 11 34 37 240
他人に知られたら，


























































のパスワード強度を検討したCazier & Medlin （2006） やHorcher & Tejay 
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